
メカノセンシング生理学 細胞が【力を感知し、応答する】
仕組みと生理的な役割（臓器機能、生後発達、個体間コミュニケーション）の解明

野々村恵子(教授)、後藤哲平(講師)

遺伝子改変マウス(KO、レポーター、オプトジェネティクス）、
神経回路標識&操作、オルガノイド、三次元組織の顕微鏡観察、

神経活動の測定、マウスの行動解析
機械的な要素の負荷（液流、伸展、ect)

各メンバーの「着眼点（興味）」と「得意なこと」が活きたオリジナリティの高い研究展開へ
没頭して研究に取り組み、創造性・論理的思考・技術を磨く
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メカノセンシング(機械受容)は生命活動の様々な局面において鍵となる役割を果たす
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呼吸パターンの解析
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肺の内部での感覚神経
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